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2. 骨系統疾患
3. 高齢者の運動器疾患
4. 運動器の慢性疼痛

第4節 プレシジョン・メディシンの腎臓内科疾患への応用
……《臼井 丈一，山縣 邦弘》
1. はじめに
2. 腎臓内科疾患の生体試料バンクやコホート研究
3. 次世代シークエンサーを用いた遺伝性腎疾患の診断
4. 慢性腎臓病と疾患感受性遺伝子
5. おわりに

◆第3編 プレシジョン・メディシンに関わる社会制度と
法的課題

第1章 プレシジョン・メディシンにおける保険診療の課題
……《黒田 尚子》
1. はじめに
2. がん治療分野のプレシジョン・メディシンにかかる
保険診療の現状

3. がんゲノム医療実用化に向けた動き
4. がん遺伝子パネル検査の費用負担の問題
5. がん遺伝子パネル検査後の治療の選択肢と費用の問題
6. がん治療における患者の費用負担の実態
7. プレシジョン・メディシンと民間保険について
8. プレシジョン・メディシンにおける保険診療の課題

第2章 医療データにおける匿名化の動向と海外の事例 
……《美馬 正司》
1. 医療データにおける匿名化の動向
2. 医療データの匿名化に関する海外事例
3. National Cancer Database
4. GlaxoSmithKline

第3章 個人ゲノム情報の活用とプライバシー保護
……《清水 佳奈》
1. はじめに
2. ゲノムデータの開示に伴うリスク
3. 国内法令上の扱い
4. ゲノム情報保護の技術
5. おわりに

第4章 医療機関における医療・健診情報に関する
改正個人情報保護法下での実務対応

……《藤池 智則，冨松 宏之》
1. 医療・健診情報の利活用と個人情報保護法の改正
2. 医療等情報の取得
3. 医療等情報の利用と第三者提供
4. 学術研究の用に供する場合における適用除外
5. 医療等情報のトレーサビリティの確保
6. 匿名加工情報としての医療等情報の取扱い
7. 外国にある第三者への医療等情報の提供
8. 次世代医療基盤法の下での医療等情報の取扱い
9. 今後の課題
10. おわりに
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